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研究要旨 

抗線維化薬が特発性肺線維症（IPF）の予後を改善する事が示され、IPF の予後を正確に推定する必要性が
高まっている。本研究では、人工知能を用いた画像解析ソフトウェアを開発し，胸部 CT における肺野陰影と
気道を定量評価し，IPF 患者の予後との関連を明らかにすることを目的とした。びまん性肺疾患患者 304 例の
HRCT をトレーニングセットとして用い，新規の人工知能に基づく定量的 CT 画像解析ソフトウェア （AIQCT）
を開発した。AIQCT により、10 種類の肺野陰影パターンと気道の体積の定量化が可能であった。定量化精度
の検証のため、30 症例の水平断 HRCT 画像を用いて視覚的スコアと比較した。また，IPF10 例を対象として、
ラベル画像との類似性に関する 3 次元解析を行った。更に、120 例の IPF 患者を対象として、AIQCT で測定
した各体積と生存率との関連を解析した。AIQCT と視覚的スコアとの相関は，肺野陰影パターンに応じて中
程度から強い相関 （相関係数 0.44～0.95）であった．AIQCT データとラベル画像の類似性を示す Dice index
は，網状影、蜂巣肺、気管支でそれぞれ 0.67、0.76、0.64 であった。GAP ステージで調整した生命予後に関
する Cox 回帰分析では、気管支体積［ハザード比（HR）、1.33︔95％信頼区間（CI）、1.16～1.53］および
正常肺体積（HR、0.97︔95％CI、0.94～0.99）が独立して生命予後と関連した。 
人工知能に基づく胸部画像の定量化ソフトを開発した。気管支および正常肺の体積の情報を加える事により、
GAP ステージによる IPF の予後予測の精度を高める可能性が示唆された。 
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A. 研究目的 
 抗線維化薬が特発性肺線維症（IPF）の予後を改善する事が示され、IPF の予後を正確に推定する必要性が
高まっている。また、線維化が進行する間質性肺疾患にも抗線維化薬の保険適応が拡大し、間質性肺疾患診療
における胸部 CT 画像定量化のニーズが高まっている。本研究では、人工知能を用いた画像解析ソフトウェア
を開発し，胸部 CT における肺野陰影と気道を定量評価し，IPF 患者の予後予測における意義を明らかにする
ことを目的とした。 
 
B. 研究方法 
 本研究の CT 画像データセットは、トレーニングコホート （気道抽出用 n=264、肺血管抽出用 n=56、肺野
陰影分類用 n=304）、テストコホート （n=120）、肺野陰影分類検証コホート （n=30）、撮影条件テストコホ
ート （n=11）から構成した。トレーニングコホートを用いた学習により、新規の人工知能に基づく定量的 CT
画像解析ソフトウェア（AIQCT）を開発した。AIQCT は 10 種類の肺野陰影および気道体積の定量化を自動
で行い，その体積を全肺容積に対するパーセンテージで表示した。ソフトウェアの検証のため、独立した 30
症例の水平断 HRCT 画像を用いて、AIQCT で定量化された各病変の面積割合を視覚的スコアと比較した。ま
た，IPF 患者 10 例の HRCT 画像を用いて、ラベル画像との類似性に関する 3 次元解析を行った。更に、当院
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で胸部 HRCT 撮影を行った 120 例の IPF 患者を対象として AIQCT で測定した各体積と生存率との関連を解
析した。 
 
C. 研究結果 
 AIQCT と視覚的スコアとの相関は，肺実質パターンに応じて中程度から強い相関（相関係数 0.44～0.95）
であった．AIQCT データとラベル画像の類似性を示す Dice index は，網状影、蜂巣肺、気管支でそれぞれ
0.67、0.76、0.64 であった。中央値 2,184 日の観察期間中に 66 名の患者が死亡し、1 名が肺移植を受けた。
多変量 Cox 回帰分析では、IPF の GAP ステージで調整した後、気管支体積 ［調整後ハザード比 （HR）、1.33 ︔
95％信頼区間 （CI）、1.16～1.53］および正常肺体積 （調整後 HR、0.97 ︔95％CI、0.94～0.99）が独立し
て生命予後と関連していた。 

 
D. 考察 
 IPF や膠原病性間質性肺炎、過敏性肺炎などの間質性肺疾患において、牽引性気管支拡張の程度が生命予後
と強く関連する事が報告されているが、従来の視覚的評価は労力を要し、方法も統一されていなかった。AIQCT
で定量化した肺野の気管支体積は IPF の独立した予後因子であり、牽引性気管支拡張を反映すると考えられ
る。AIQCT は、今後様々な肺疾患の肺野、気道病変の検出において有用であると考える。 
 
E. 結論 
 新規に開発した人工知能に基づく画像解析ソフトにより、肺実質病変と気道体積の定量化が可能であった。
胸部 HRCT における気管支および正常肺の体積の情報を加える事により、GAP ステージによる IPF の予後推
定の精度を高める可能性が示唆された。 
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